
長崎県の酪農は、経営者の高齢化や環境問

題などにより、飼養戸数は年々減少し、将来

的にもまだ減少することが予想されていま

す。このような中にあって、若い後継者も育

ってきており、今後も規模拡大が進展する傾

向にあります。

このような状況の中で、平成16年度からな

がさき県酪農業協同組合（以下、酪農組合と

いう）と長崎県畜産協会（以下、畜産協会と

いう）が相互理解の下に業務を分担し、酪農

経営を指導、支援していく体制を整えつつあ

ります。まだまだ試行錯誤の段階ですが、そ

の概要について紹介します。

長崎県内の酪農家戸数は、図１の通り、最

近10年間で約５割減少し、飼養頭数も約２割

以上減少していますが、図２の通り、１戸当

たり飼養規模は着実に拡大している状況で

す。また、牛乳生産量は、平成６年度の７万

4900ｔをピークに減少傾向にあり、経産牛１

頭当たり乳量は7000kgを超えていますが、

九州では平均以下となっています。
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なお、先般策定された長崎県酪農近代化計

画では、平成27年度において、飼養戸数190

戸、飼養頭数１万1900頭、生乳生産量６万

7800ｔ、経産牛１頭当たり生乳生産量8200kg、

生産コスト２割減を目標にさまざまな施策が

実施されています。

このような中にあって、県央酪農業協同組

合（平成17年４月に合併し、現ながさき県酪

農業協同組合）は昭和51年に５地方酪農協が

合併して総組合員数411人で設立しましたが、

平成13年には91人に減少し、これに歯止めを

かけるために何らかの対策を講じるために検

討していました。

この組合は従来から畜産協会の

コンサルテーションを積極的に活

用し、組合員の経営状況把握に努

めていましたが、実施する農家数

は数件と限られていました。当酪

農組合が考えている組合員への支

援指導を生かすために、畜産協会

では平成11年度に始まった「担い

手集中経営支援体制整備事業」を

この組合に活用してもらう相談を

始めました。その理由は、県下の

酪農組合の中で中心的な役割を担

っている当酪農組合は従来から経

営診断事業に関して前向きに取り

組んできましたが、組合員全体の

経営内容の把握、指導の充実につ

いては、人的要因などにより実現

できない状況にあったためです。

平成12年度に10戸の農家を選定

してもらい、この農家を重点的に支援すること

でこの事業の有効活用を求めてきました。そ

の２年後、畜産協会が本事業のシステムを活

用して酪農組合の指導業務をサポートするこ

とで、酪農組合員の経営内容の把握、指導が

実現可能となることを酪農組合に理解しても

らい、このシステムで組合員全員の経営内

容を把握することになりました。そこで、

これまで手入力によって行っていた乳代精算

書の内容を電子媒体で畜産協会のシステムに

取り込むことを協議検討し、地域データベー

スを開発、活用することとなりました。

（図１）長崎県の酪農家戸数と乳牛飼養頭数の推移

（図２）長崎県の経産牛頭数と１戸当たり飼養規模の推移



No.197

3

平成11年度に始まった「担い手集中経営支

援体制整備事業」で構築された酪農経営デー

タベースは酪農家自らが経営管理を行えるシ

ステムであり、牛群検定加入農家であればさ

らに利用しやすい内容になっています。

しかし、当時の酪農家はパソコンを所有し

ている農家が少なく、持っていたとして

も、利用していないか、青色申告用にしか利

用していないような状況であったため、この

ソフトを個々の酪農家に勧めることは難しい

と感じました。そこで、この酪農家を支えて

いる酪農組合単位で推進ができないかと考え

ました。

今回紹介した酪農組合では当初、乳代精算

書はオフコンにより紙ベースで出力され、農

家へ送付されており、酪農組合にはこのデー

タはオフコンの容量上、電子データとして蓄

積されない状況でした。そこで、この地域デ

ータベースを活用することで、本来は酪農組

合が蓄積すべきデータを畜産協会が替わって

行い、併せて経営診断分析報告までお手伝い

しようという考えに達しました。

図３の通り、酪農組合の精算システムの中

（図３）地域酪農経営データベースシステムの概要
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に本データベースに取り込めるようコード変

換プログラムを作成し、乳代・購買データを

テキスト（ＣＳＶ）形式に変換してＦＤに出

力し、毎月畜産協会へ送付してもらいます。

これにより、月々の収支や乳成分の動き、乳

飼比を把握することができますが、あくまで

も酪農組合が取り引きするデータだけであ

り、これで経費の70％をつかむことができる

と思いますが、中には、酪農組合外の取り引

きもあり、不十分な面もあります。

よって、この酪農組合外の取り引きデータ

を本データベースに取り込むプログラムをこ

の事業を活用して開発し、平成17年度から利

用できるようにしました。

酪農組合から毎月、乳代精算書、購買明細

書のデータをテキスト（ＣＳＶ）形式に変換

してＦＤに出力し、毎月畜産協会へ送付して

もらい、このＦＤをデータベースに取り込ん

でいます。

なお、前にも述べましたが、あくまでも酪

農組合が取り引きするデータだけであり、不

十分であるため、平成18年１月からは、まず、

融資を受けて規模拡大を行った酪農家を対象

に、酪農組合外の取り引きデータ（現金出納、

飼料の購入）、月末の経産牛頭数を毎月ＦＤ

で送付してもらい、毎月および四半期ごとの

収支状況をチェックするとともに、四半期ご

とに関係機関と検討会を開催し、万が一経営

収支が悪化傾向になるような場合は、早期に

対策が取れるようにと考えています。

また、税務申告の時期に、期末時点の資産、

負債の状況、減価償却費を報告してもらい、

青色申告の補助資料として活用していもらう

こととしています。

このシステムは、月々の収支状況が一目で

分かるようになっているため、毎月各農家で

チェックしてもらうほか、組合の青年部、女

性部の研修会の資料として利用してもらって

います。

また、税務申告の時期に併せて、出力結果

を印刷し、酪農組合のデータとして全組合員

へ送付し、青色申告の補助資料として活用し

てもらっています。

さらに、必要に応じて作成した経営診断報

告書を酪農組合へ送付し、支所ごとに支援指

導を実施しています。

支援組織の立場にある県畜産試験場では図

４の通り、牛群管理プログラムを活用し、牛

群検定参加農家を対象に毎月、検定内容を分

析した結果をリアルタイムで各農家へ直接郵

送し、支援をしています。さらには、重点指

導農家を選定し、関係機関（農業改良普及セ

ンター、家畜保健衛生所、検定組合）と一体

となって、定期的に巡回指導を実施していま

す。
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経営診断報告書以外に、出力された分析結

果から指導資料として、下記の７項目につい

て、月別、３年間の推移の２種類で、個人別、

規模（年間乳量200ｔ以上、以下）別に出力し

てグラフ化し、酪農組合へ提出しています。

乳量　 乳脂率　 無脂乳固形分率　

細菌数　 体細胞数　 乳飼比　 差益（乳

代―飼料代）

今後、当酪農組合が中心となって県内の酪

農組織が合併され、広域化される予定であり、

乳用牛群検定事業参加農家も増える見込みが

あるので、このデータベースを拡充する必要

があると考えます。なお、酪農組合より、経

営診断分析および支援指導料を負担してもら

っていますが、この支援指導内容をさらに充

実させることで、さらなる財源確保につなが

れば望ましいと考えています。

また、融資を受けて規模拡大を行っている

酪農家を対象に、毎月の収支状況をチェック

することも考えています。これが軌道に乗れ

ば、経営が高位安定している酪農家に対して

は、この実績が担保となり、融資条件が緩和

され、無担保無保証で借り入れが可能となる

ような状況までもっていきたいと頑張ってい

ます。

（図４）本事業による支援体制

大家畜畜産経営DB
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平成17年度の全国優良畜産経営管理技術発

表会で農林水産大臣賞を受賞した北海道平取

町の佐藤貢・雪子さんの経営事例を紹介します。

なお文中の経営成績等を表す数値について

は、とくに断り書きのない限り、平成16年実

績（対象期間：平成16年１月～12月）のもの

です。

平取町は、日高支庁管内の西部の内陸に位

置する農山村地域で、アイヌ部落があり、そ

の文化や民芸の継承の町としても有名です。

日高山脈から流れる沙流川とその支流に沿っ

て水田や畑作、酪農と肉用牛経営、さらには

軽種馬生産が営まれています。古くから転作

田活用のハウス野菜としてトマト栽培が盛ん

で、町の特産物として突出した販売高を誇り、

次いで肉用牛生産となっています。とくに町

では古くから和牛生産に力を入れており、町

営の肉牛生産公社が運営されるなど、「びら

とり和牛」ブランドのバックアップ体制も強

力です。

経営主の佐藤貢さんは、２代目ですが、初

代の松吉さんが昭和37年に３頭の黒毛和種の

繁殖経営と農耕馬、小豆栽培の複合経営をス

タートさせました。その後、順調に規模を拡

（写真１）放牧地

（写真２）放牧地に設置されたスタンチョン方式の給餌槽
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大し、昭和49年には

肥育経営を開始。繁

殖牛・肥育牛合わせ

て黒毛和種30頭、ホ

ルスタイン60頭の乳

肉複合経営を実践し

ました。飼養規模に

対して自給飼料が不

足していたため、当

時の肉用牛経営では

あまり利用されてい

なかったトウモロコ

シサイレージを繁殖

雌牛用の飼料として

栽培利用し、自給率

の向上を図りました。

昭和62年には、ホ

ルスタインの育成を

やめて黒毛和種主体

の経営に転換、繁殖

牛は基本的に年中屋

外飼養方式とし、子

付きの母牛のみ牛舎

内飼養にするなど、

放牧主体の経営に切

り替えました。

平成５年には、繁

殖牛100頭、肥育牛

150頭の規模まで拡

大し、黒毛和種の完

全一貫体制を確立。

省力管理のために平

（表１）経営の実績

労働力員数 
（畜産部門・2200時間換算） 

家族 
雇用 
実面積 
延べ面積　 

2.9  人　 
0.2  人　 

7,327  ａ　 
10,327  ａ　 
100.5  頭　 
220  頭　 
0  頭　 

109  頭　 
97  頭　 
1.08  頭　 
12.7  ヵ月 
1.5  回　 
－    円　 
305  日　 
250  kg　 
0.82  kg　 
－    円　 
305  日　 
280  kg　 
0.92  kg　 
305  日　 
280  kg　 
29.8  ヵ月 
706  kg　 
602  日　 
0.71  kg　 
2.2  ％　 

1,174  円　 
1,879  円　 
45.6  ％　 
－    円　 
－    円　 
305  日　 
250  kg　 
30.2  ヵ月 
620  kg　 
613  日　 
0.60  kg　 
1.8  ％　 

1,188  円　 
1,905  円　 
44.7  ％　 
－    円　 
－    円　 
31.4  時間 
20.5  ％　 
－    ％　 

飼料生産 

成雌牛平均飼養頭数 
肥育牛平均飼養頭数 
年間子牛販売頭数 
年間子牛保留頭数 
年間肥育牛販売頭数 

成雌牛１頭当たり年間子牛販売・保留頭数 
平均分娩間隔 
受胎に要した種付回数 
雌子牛１頭当たり販売・保留価格 
雌子牛販売・保留時日齢 
雌子牛販売・保留時体重 
雌子牛日齢体重 
去勢子牛1頭当たり販売・保留価格 
去勢子牛販売・保留時日齢 
去勢子牛販売・保留時体重 
去勢子牛日齢体重 
 
肥育開始時 

肥育牛１頭当たり 
 
平均肥育日数 
販売肥育牛１頭１日当たり増体量（DG） 
対常時頭数事故率 
販売肉牛生体１kg当たり販売価格 
枝肉１kg当たり販売価格 
肉質等級格付率  
モト牛１頭当たり導入価格  
モト牛生体１kg当たり導入価格 
 
肥育開始時 

肥育牛１頭当たり 
 
平均肥育日数（日） 
販売肥育牛１頭１日当たり増体量（DG） 
対常時頭数事故率 
販売肉牛生体１kg当たり販売価格 
枝肉１kg当たり販売価格 
肉質等級格付率 
モト牛１頭当たり導入価格 
モト牛生体１kg当たり導入価格 

日齢 
体重  
出荷時月齢 
出荷時生体重 

日齢 
体重  
出荷時月齢 
出荷時生体重 

肥育牛１頭当たり投下労働時間 （時間） 
借入地依存率 
飼料ＴＤＮ自給率 

経
営
の
概
要 

生
　
　
　
　
　
　
　
　
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性 

繁
　
　
　
殖 

肥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育 

品
種
・
肥
育
タ
イ
プ
（
肉
用
種
去
勢
） 

品
種
・
肥
育
タ
イ
プ
（
肉
用
種
雌
） 

粗
飼
料 
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成５年に屋外給餌槽を設置して、フィーダー車

によるコーンサイレージの給与を開始しました。

ラップ乾草を切断して給与することで、給与

ロスを最低限にした完全利用を図っています。

16年の飼養頭数は、繁殖牛100頭、肥育牛

230頭、まき牛１頭となっています。

１）経営規模・生産実績

佐藤さんは繁殖雌牛を常時87頭、このほか

育成牛を17頭飼養して、放牧利用や冬期の屋

外飼槽利用などの工夫により省力化を図って

います。北海道でも数少ない黒毛和種の大規

模家族経営で、かつ完全一貫生産を確立して

います。とくに繁殖牛の飼養には放牧主体で

徹底した省力的管理を実施し、子牛の低コス

ト生産による高い収益性をあげています。子

牛の全頭完全肥育は地域でも珍しく、高付加

価値生産を行う先駆的経営として地域の肥育

生産をリードしています。

大規模経営の省力化と安定生産のためにま

き牛を活用していましたが、繁殖牛の資質改

善や肥育成績向上のため、後継者である長男

が人工授精師の資格を取得し、就農後の平成

11年より人工授精方式に変更しています。現

在は、人工授精を基本としつつ、不受胎牛等

への補完としてまき牛を利用しています。

また、佐藤さんは地域の肥育部会の代表と

して、育種部会を設置。育種価を積極的に活

用した繁殖牛の資質や肥育成績の向上を目指

している町内の和牛改良のリーダーでもあり

ます。16年の肥育実績は、上物率45.3％と良

好な実績となっています。

さらに、牧草地を施設周辺に集積させるこ

とで、放牧を中心とした自給飼料の高度活用

を行っており、１番あるいは２番草収穫後に

は全面放牧利用として土地利用効率を高め

ています。放牧の利用効率を高めるため、ペ

レニアルライグラスを入れた混播草地として

います。放牧地は５牧区、牛群は３群編成（妊

娠牛の初期、後期、分娩後の子付き）とし、牛

群にあった放牧管理を行っています（表２）。

採草地としては、地域の転作田を活用して

おり、稲ワラは地域水田農家より入手して、

肥育牛に利用しています。

２）生産コスト・収益性

上述のような取り組みを行い、常時肥育牛

１頭当たり27万円と安価な生産コストを実現

しています。これにより収益は、経常利益

1313万円、経常所得2158万円（家族労働力１

人当たり700万円）、所得率は26.6％となり肉

牛一貫経営としては高水準の実績です。

採草地として遊休地（転作田）を借地利用

したり、地域産稲ワラを利用したりするなど、

地域社会との協調にも力を入れています。

さらに、経営主である貢さんは、平成７年

から和牛改良組合の肥育部会長、平成15年か
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ら和牛改良組合副組合長および和牛育種部会

副部会長に就任し、地域の和牛生産をリード

しています。平成17年３月現在、組合員61戸、

和牛頭数3666頭となっています。

また、後継者である長男も、平成10年に農

協青年部貫気別支部の部長・４Ｈクラブ・消

防団、平成17年から農協青年部理事に就任し

ています。

現在、たい肥の全量を牧草地に還元してい

ることから、肥料のバランスに問題が生じて

いる可能性があるため、たい肥の有効利用と総

合的な肥培管理により、牧草の栄養生産の向上

とミネラルバランスな

どの改善を図ることが

今後の課題となってい

ます。

また、牧草地面積が

増大したため、16年よ

りトウモロコシ栽培を

中止していますが、さ

らに生産コストを抑え

るために、購入飼料費

の低減を図り、牧草の

みでの繁殖牛の栄養管

理の確立とその定着を

目指しています。

成雌牛の改良は、従

来、肉質重視の改良を行っていましたが、近

年では増体も重視しており、その成果をより

一層向上させるとともに、今後も年間10～12

頭規模の繁殖雌牛の更新を実施、資質改善を

図りたいとしています。

佐藤さんの経営は、多頭飼養にもかかわら

ず、繁殖牛と肥育牛ともに省力的管理を実施

し、高い収益性をあげている優良な経営体で

す。北海道での和牛肥育生産の定着に先駆的

な役割を果たし、合理的な作業体系は多くの

経営の模範ともなるものです。今後は肥育成績

がより一層向上することが期待されます。

（表２）自給飼料の生産と利用状況

チモシー、シロクローバ 

ラップサイレージ 

乾草、ラップサイレージ オーチャードグラス 

ペレニアルライグラス、 

ケンタッキーブルーグラス、 

シロクローバ、チモシー、 

メドーフェスク、クローバ 
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私の牧場がある富士宮市は、富士山の裾野

で標高が高く、夏は涼しく冬は寒い、冷涼な

気候条件です。

私は昭和39年に養女として酪農家の家に入

り、就農しましたが、それまでは牛を見たこ

ともなかったので、牛の近くに寄れないよう

な状態から始まりました。

当時は昼夜放牧を行っていて、夜は林の中

の木に一頭一頭牛をつないで飼い、昼間は草

地で草を食べさせるという方法で放牧をして

いました。牛の鼻環に長いロープがついてい

て、牛はそれをずるずると引きずりながら、

毎日畑を往復していました。

牛舎は簡易パーラーで、16頭収容できる牛

舎でした。そこに牛を順番に探して入れるの

ですが、私は牛の近くに寄れないので、遠く

の方からロープを踏みつけ、なんとかつかま

えて入れるという、そんな状態からのスター

トでした。

酪農家の夫と結婚し、１年目は両親も一緒

に手伝ってくれましたが、２年目になったと

同時に、「お前たち２人でやれよ」と言われ

ました。そう言われても、私自身、まだ地域

のことも分からないし、夫も酪農経営につい

てよく分からない状態であったが両親からは

手を離されたので、大変な思いをしました。

もちろん収穫時期でどんなに忙しくとも、両

親は一切手を貸してくれなかったので、２人

でやり通さなければなりませんでした。

家畜商は父の代から決まった人が来てい

て、父はその人たちと取り引きしながら牛を

出し入れしていたのですが、私たちの代にな

ってから牛の質が落ちてきました。しかも、

質が落ちて牛の値段が安くなるのではなく、

反対にだんだん高くなってきたのです。

私は経理をしていたので、経営の状況はよ

く分かったのですが、主人はお金に頓着がな

く、モノに執着心がないので、相手に言われ

たままにやっていました。その結果、年末に
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なると200万、300万円と不足が出て、今度は

不足分を出してくださいと言われるようにな

りました。

そんな状態が２、３年続いたので、自分た

ちの手で牛を育成することにしました。しか

し、早く牛を増やしたいと先走ったため、良

くとも悪くともすべて雌牛は残していたとこ

ろ、育成牛と搾乳牛のバランスが崩れ、帳簿

上ではもうけがあるのに、実際に使うお金が

ないという状態に陥りました。当時、育成牛

が多かったため、育成牛を処分することによ

ってその状態を乗り切ることができました。

また、放牧を始めてから、昼夜放牧を行っ

ていましたが、牛が増えることによってふん

尿が多くなり、硝酸態窒素が増えて土地も荒

れ、これではまずいと見直しをかけるために、

農協とその関係の肥料業者と相談し、肥料設

計の変更をしてもらうことになりました。

昭和48年に、父が「そろそろ経営を全部任

せるから」と経営移譲をしてくれました。そ

の時の経産牛が52頭、農協の貯金通帳に残っ

ていたのは約１ヵ月分のエサ代だけ。そのよ

うな厳しい状態での経営移譲でした。

さらに、産まれてくる子牛の雄はすべて父

が引き取り、肥育することになったのですが、

無償での引き取りで、私たちのところには１

円も入ってきませんでした。

肥育した乳雄牛の出荷までのエサ代は父が

負担することになりましたが、その他資材一

式、また牛が出すふん尿の後始末はすべて私

たちの負担です。父が自分で仕上げて売った

肥育牛の利益は全部父の懐に入り、私たちは

両親の生活費をまかないながら、牛乳の売り

上げだけで生活を支えるという厳しい中でや

ってきたのです。

しかしそのような経験をしたことによって、

自分たちも色々と考えなくてはならないとい

うことに気づくことができました。

ある時、乳牛に抗生物質を注入したことを

夫が私に伝え忘れ、私はそれを知らずに普通

に搾乳し出荷してしまいました。「お宅の牛

乳から抗生物質が出た」と言われ、そこで済

めばよかったのですが、その牛乳が乳業会社

のタンクの中まで入ってしまい、タンクに入

った牛乳をすべて保障しなければならなくな

りました。当時はまだ保障制度も確立してい

なかったので、その時は、これでわが家の酪

農は終わりだ、一家夜逃げだと思いました。

しかし、ここで負けては悔しいという思い

がありました。農協は一緒に混入した牛乳の

金額分だけはすぐ貸し付けしてくれたので、

それで支払いを済ませ、農協は５年掛けて支

払うという措置を取ってくれました。

それで何とか酪農を続けることができまし

たが、その時の教訓から、抗生物質を入れた

牛には必ず両足に目印のテープをつけること
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にしました。それからは抗生物質の混入はな

くなりました。

とにかく経理をしっかりやること、それか

ら１年の計画を流れに沿って立て、ムダがな

いか見直すことを肝に命じました。しかし、

少し楽になってくるとこれも欲しい、あれもし

てみたいという欲が出てきました。

例えば、たい肥は発酵させた方がいいと聞

けば、技術も確立していないのに真っ先に飛

びついて、あっちの菌がいい、こっちの菌が

いいと何でも入れる。すると菌の請求書が来

るのですが、いつの、何の菌のお金か分から

ないという、さまざまな問題が出てきまし

た。

しかも、たい肥は一向にうまく発酵せず、

試験場でたい肥を調べてもらうと、発酵に伴

って有効に働く菌がないということが分かり

ました。このことから初心に帰り、たい肥の

発酵の研究を始めました。発酵がうまくでき

るようになった時点で戻したい肥の敷料とし

て、畜舎で利用を始めました。

ちょうどそのころ、フリーストールによる

飼養を始め、そこで戻したい肥を使ってみた

のですが、驚いたことに、牛が戻したい肥を

拾って食べるのです。私たちはびっくりして、

「これは大変だ、牛がどうかなってしまうの

ではないか」と心配しました。そこでたい肥

を検査に出したところ、雑菌がほとんどない

ことが分かりました。

牛は発酵状態の良いものしか食べないとい

うことも知りました。そこで、牛が食べるか

らこれはよく発酵できていると、それを目安

にしてたい肥づくりを続けました。

それからずっと戻したい肥を使っています

が、その結果、牛の下痢などの病気が減り、

牛が健康になりました。

それまでは放牧だったのですが、昭和61年

にフリーストールをつくった時に、硝酸態窒素

などが原因で牧草地が荒れ、牛がなかなか草

を食べなくなったので、放牧をやめて舎飼い

にしました。そうすると、今度はふん尿をどう

処理しようかという問題が出てきました。

固形物は発酵させることで解決しました

が、尿は散布できる面積が14haと少ないの

です。そんな問題もあり、牛にもストレスが

かかるし、人間も大変ということになり、１

年でフリーストールでの飼養をやめ、またも

との放牧に戻しました。

牧草地に入れる購入肥料はリン酸だけにし

て、放牧を再開しました。硝酸態窒素過剰の

問題は、他の肥料を散布しなくなったことに

よって解決し、それからは牛も牧草を食べる

ようになりました。

牧草地にたい肥を入れたらさらに良いので

はないかと、家族とも話をしたのですが、た

い肥は発酵することによって３分の１程度に
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減り、それを牛舎に戻すため、うちの牛だけ

では畑にまくたい肥が足りないのです。

そこで、今度は畜舎から出るふん尿をばっ

気して、畑に散布するようにしました。また、

ほかの畜産農家からたい肥をもらってきて畑

に散布するようにもしました。

土が良くないと草がおいしくない。草がお

いしくないと放牧しても牛は草をあまり食べ

ない。そのため、硝酸態窒素の過剰にならな

いような肥料設計を心がけています。

富士山麓は昔から土地がやせていて不毛の

地であるといわれ、何もできないというのが

近隣市町村の人たちの頭にしみついています。

このような土地で急速に酪農経営の規模が

大きくなり、牛が増えてふん尿が多くなると、

牧草より先に雑草が伸びてしまい、雑草がは

びこる土地で牛は飼えません。

そこで、牛に土を耕してもらおうという発

想で、牧草の種を播いてから牛を放すと、牛

が踏み込んでくれます。次に出す時には二本

葉くらいにはなっていて、放牧してもまたそ

こでいくつかは残るので、春から秋にかけて

放牧前には種を播くのです。そうすることに

よって牧草地を管理しています。火山灰と瓦

礫（がれき）が多い土地なので、畑をおこす

と大量の石が出ます。石を整備するにはお金

もかかるため、永年牧草で畑の管理をしてい

ます。

先ほど述べたように、これまで育成牛と搾

乳牛のバランスが崩れたり、抗生物質が混入

して膨大な金額の保障で酪農を続けられない

状態に陥ったり、幾度かの危機を経験しまし

た。当時の辛さを思えば、ヤリでも何でもど

んとこい、何があってもこれだけのことを乗

り越えられたんだという自信がつき、少々の

ことではおどおどしなくなりました。

戻したい肥の敷料を育成牛にも利用したこ

とで、子牛の下痢もなくなり、育成牛の発育

が良く、販売も順調に進み、抗生物質混入の

負債も償還できたちょうどそのころ、長女が

大学に行きたいと言い出しました。ところが、

夫がエサの混合機に手袋を落とし、それを取

ろうとして肩まで機械に挟まれ、病院で左腕

は使えないと言われました。長女を指導して

くれた先生たちは、「お母さん、今まで頑張

ったんだから、もう少し頑張って娘さんを学

校に行かせてあげましょう」とおっしゃって

くれたので、やってみようかという気持ちに

なりました。

幸い、主人の左腕は何本かの筋が切れてい

たのですが、１年ほどのリハビリで使えるよ

うになりました。そのおかげで、長女も酪農

学園大学にお世話になることになりました。

いろいろなことがありましたが、夫は、何

が起きてもくよくよしないで、次のことを考

えようというタイプだったので、うまく乗り

越えられたと思います。



No.197

14

長女が大学を卒業してから、次女も「お母

さんたちがやっているような酪農をやりたい

から、酪農学園大学へ入りたい」と言い出し、

酪農学園大学へお世話になりました。

次女は大学でたい肥を専門に学び、夫とよ

く電話でたい肥の議論をしていました。

長女は結婚して家に入り、跡を継ぐことに

なりました。お婿さんも酪農学園大学出身で

「僕は、北海道で実習してアメリカへも行っ

て来た、ヘルパーもやって経験を積んできた

ので任せてほしい」と言われ、任せてみるこ

とにしました。

しかし、婿さんの実家はサラリーマン家庭

で、実習先での飼養管理技術は習得していた

ものの、私たちの農場の管理や牛の生理につ

いては、皆目検討がつかない状況でした。

２年間、娘夫婦に任せたのですが、エサ代

が雪だるま式にふくらみ、エサ代が払えない

状態になりました。今まで少しずつ蓄えてき

たお金をつぎ込んでも足りず、私と主人の生

命保険を全部解約してそのお金を全額つぎこ

んでもまだ足りないほど深刻な状況でした。

ちょうどその年、農協で経営指導が始まり、

経営指導を受けてみることになりました。当

時は親子で十分話し合える状況ではなく、分

かっていても、お互い素直になれない状況で

した。このような状態だったので、指導農家

に入れてもらいました。

そのとき、開拓連、経済連、農協と県や市

の畜産課がひとつになって経営指導して下さ

いました。１年間の計画を全部チェックされ、

ムダなものを省き、費用投入が早期なものす

べて洗い出されました。

このような中で、これ以上生活費は出さな

いことになりました。両親の生活費もまかな

っていたので、農協で決められた生活費だけ

ではやっていけない状態だったのです。それ

を何とか打開すべく、今まで専従者控除で振

り込んでいたのですが、その中にも経営費と

して使った金額がありました。専従者給与は

ちゃんと払い込んでもらう代わりに、個人の

租税にかかるものは個人が払うこととし、個

人の生命保険等も自分の給料から支払うこと

にしました。

１ヵ月でどのくらい生活費がかかるか分かっ

ていたので、私と娘と夫の３人の給料から同じ

ように「家計費」という項目の貯金へ振り込ん

で、家計一切のことはこの中で全部行う、個人

のものは個人で管理することにしました。結

果、家族全員が真剣になり、今まではもらった

給料全部、自分が使えるような気になっていた

ものが、自分で使えるお金は、実は微々たる金

額でした。しかし、家計費はどうしても必要な

ので、３人で出し合ったお金のなかで家族全員

の生活を面倒みるということになりました。
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農協の経営指導は３年間の予定でしたが、

やることをやって２年で終了しました。指導

農家になったときに、支払えなかったエサ代

の3000万円を借り入れしましたが、２年間で

2000万円返しました。毎月、指導グループが

緻密に指導してくれ、前回言われたことが実

行されていないと即指摘されてやり直しを言

い渡されました。そのおかげで、ベテランだ

と自負していた婿も、「実は何も知らなかっ

た」と反省し、夫の言うことを素直に聞くよ

うになりました。男同士というものは、親子

でもライバルなのだと、その時に思いました。

今回、指導農家になったことで、夫と婿の

関係が改善され、ようやく経営移譲できる状

態になったと思っています。これから具体的

にどのようにどの時点で経営移譲するか検討

する時期に来ています。

これまで何度か経営の危機がありました。

そのたびに思ったことがあります。それは、

家族全員で話し合いをしないと、なかなか乗

り切れないということです。最初の育成牛過

多の時は私と夫だけで解決すればよかったの

ですが、抗生物質混入のときは両親のところ

まで苦情がいき、周囲からの風当たりが強か

ったようです。

酪農経営に関する事業はさまざまありまし

たが、事業を実施するときに話し合いに出席

するのは経営者だけなので、今何をやってい

るのか、経営者が黙っていれば家族は何も知

らない状態です。毎日同じ事をやっていれば

生活できるからいいのだ、という思いがある

ため、無理もしなければ真剣にもならない。

そういう甘えが私にもありました。

指導を通じて教えられたことは、家族全員

が同じ話を同じ場所で聞き、家族全員で改善

方向を話し合うことが大切であること、また、

生活費と経営費を完全に分離するということ

です。抗生物質混入の時も、専従者給与制に

して家計費を抑制しました。

今年初めて、娘が青色申告の確定申告書を

作成しました。それまでは、私が確定申告書

を作成していたので、いくら経営状況を説明

しても確定申告書を見せても、理解の範ちゅ

うに入らず、生返事だけでした。それが自分

で作成していくうちに経営の大変さが理解で

きたようで、これからどうなっていくか分か

らない酪農経営の中で、このままではいけな

いのではという疑問が言葉として出てくるよ

うになりました。

放牧風景
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わが家では、乳代清算書を誰でも見られる

ように置いてあります。娘には「これを見て

毎日しっかり管理しなければだめだ」と言っ

ていましたが、以前は、見た形跡もありませ

んでした。今では、毎月の乳代精算書が届く

と真っ先に開いて費用の内容をチェックして

います。

夫は結婚してから、長期の入院を５～６回

経験しています。その間、私１人で仕事をし

ていましたが、そういうときでも父は一切手

を貸しませんでした。子どもの学校の送迎も

あったので、この仕事を１人でやるにはどう

したらよいか、常に考えないと仕事が回って

いかないのです。

こういうことを何度も経験したので、自分

の中に危険度の尺度が生まれてきました。地

区で行事がある時は家族みんなで参加しよ

う、そのときは馬鹿になってもいいから、思

い切り楽しんでこよう、これがわが家の家訓

みたいなものです。

今では、私たちの地区も子どもが大きくな

り、２代目３代目となって地区の行事に参加

しなくなり、地区の行事ができない状態です。

富士開拓では３代目が何人酪農を継ぐのかが

問題になっています。

仕事も大変ですが、仕事の中の楽しみを親

としては伝えていかなければならないと考え

ています。仕事の中に楽しみを見つけないと、

仕事はきつくて嫌なものになります。子ども

が小さいときは放牧の時に連れ出して、牛追

いの仕事を手伝わせ、道々の花を摘んだりし

ました。牛は腹いっぱい草を食べているため、

あまり早く歩かないので、子どもが遊んでい

てもちょうど間に合う速度です。これは牛に

とっても良く、早く早くと鞭で打たれること

なく、誰が牛の群れに入っても牛が寄ってく

る穏やかな状態でした。

わが家ともう１戸の酪農家で、「放牧牛乳」

というブランド名で牛乳を販売しています。

今では娘夫婦が経営をやってくれるので、販

売店でイベントがあると、私と夫は「放牧牛

乳」のPR係をやっています。

「放牧牛乳」は一般の牛乳と異なり、条件

が厳しく、エサはエコロジーでなければなら

ず、普通のエサに比べ少し高いのです。乳質

も普通の牛乳よりもランクが上で低温殺菌の

ため、少しでも乳質が悪くなると出荷制限さ

れます。「放牧牛乳」を始めるに当たって、

まずは婿さんが本気にならないと、いい牛乳

が搾れないため、話し合いでその意志を確認

しました。

しかし、そこまで手をかけても、富士開拓

の一般酪農家が出荷する牛乳より価格がすこ

ぶる高いわけではありません。農協で生産販

売していますので、放牧牛乳が売れた中から

何％かは私たちのところへ帰ってくるのです
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が、あとは農協の全酪農家へ配られてしまい

ます。いくら努力してよい牛乳を出荷しても、

メリットが少ないのが悩みどころです。

一時は本当に苦しい時期があり明日の食べ

るものがない、そんな経験もしました。しか

しそのお陰で家族皆の気持ちが一つになりま

した。

今の私たちの仕事は、両親の病院の送り迎

え、孫の保育園の送り迎え、育成牛、乳用肥

育モト牛の飼育の仕事、農協の仕事を一手に

引き受けています。

忙しい毎日ですが、今年86歳と80歳になる

両親と私たち夫婦、娘夫婦と孫２人の８人家

族が、それぞれの立場と役割を、お互いに理

解し、協力して何でも話し合えるような明る

い家庭を築いていきたいと願っています。

誰が来ても、いつも笑顔とユーモアで、毎

日が楽しくニコニコ過ごせるように努力し

て、４代目に引き渡したいと思っています。


